
	単元の
目標
	・健康な生活と生活習慣病などの予防及び喫煙，飲酒，薬物乱用と健康について，理解できる。単元名「　健康な生活と疾病の予防②　」　学習指導要領の内容[　保健分野（１）（ウ）（エ）　]　

・健康な生活と生活習慣病などの予防及び喫煙，飲酒，薬物乱用と健康に関わる事象や情報を基に課題を発見し，疾病等のリスクを軽減したり，生活の質を高めたりする視点から解決を目指して科学的に思考･判断して，それらを他者に伝えたり，表したりすることができる。
・健康な生活と生活習慣病などの予防及び喫煙，飲酒，薬物乱用と健康について関心を持ち，主体的に学習の進め方を工夫・調整し，自他の健康の保持増進や回復についての学習に粘り強く取り組むことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	８時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動　

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	◎生活習慣病は，運動不足，食事の量や質の偏り，休養や睡眠の不足などの生活習慣の乱れが主な要因となって起こることを理解できる。
○【見つける】自己の生活を振り返って生活習慣をチェックし，気付いた点などを話し合う。
○教科書資料１などから，知っている生活習慣病を発表し合う。 
○様々な生活習慣病とその主な原因について調べる。
○教科書資料２，３を基に，心臓病，脳卒中，歯周病などの生活習慣病の起こり方を整理する。
○学習したことを整理し，ノートなどにまとめる。
	○
	
	
	②１人１台端末の学習支援ソフトからワークシートをダウンロードさせ，提出させる。
　 自分の考えを伝えるときに，グループごと１人１台端末の付箋機能で話し合わせ，共有させる。
③自分の考えたことや整理したことについて，仲間に伝させる。

	2
	◎生活習慣病の多くは，適切な運動，食事，休養及び睡眠の調和のとれた生活を実践することによって予防できることを理解する。
○「メタボ」について，思い浮かべることを話し合う。
○生活を振り返ったり，教科書資料１～３を基にしたりして，生活習慣病の予防に必要なことを整理する。単元名「　健康な生活と疾病の予防②　」　学習指導要領の内容[　保健分野（１）（ウ）（エ）　]　

○教科書資料４を基に，生活習慣病を予防するための社会の取組について調べ，整理する。
○【活用する】から，二人へのアドバイスを考え，発表し合う。
○学習したことを整理し，ノートなどにまとめる。
	
	○
	○
	②１人１台端末の学習支援ソフトからワークシートをダウンロードさせ，提出させる。
　自分の考えを伝えるときに，グループごと１人１台端末の付箋機能で話し合わせ，共有させる。
③自分の考えたことや整理したことについて，仲間に伝させる。

	3
	◎がんの発生の仕方や要因と，自分でできるがんの予防には，適切な生活習慣を身に付けることが有効であることを理解する。
○【見付ける】から，自分が聞いたことのある「がん」に○を付け，知っていることなどについて話し合う。
○教科書資料１を基に，がんの発生の仕方について調べる。
○教科書資料３を基に，がんの要因と予防について考え，整理する。
○教科書資料４を基に，がんの早期発見と回復について考え，話し合う。
○【活用する】教科書資料５から，生活習慣の改善の工夫について考え，発表し合う。 
○学習したことを整理し，ノートなどにまとめる。
	○
	
	
	②１人１台端末の学習支援ソフトからワークシートをダウンロードさせ，提出させる。
　自分の考えを伝えるときに，グループごと１人１台端末の付箋機能で話し合わせ，共有させる。
③自分の考えたことや整理したことについて，仲間に伝させる。

	4
	◎喫煙は，ニコチン，タール，一酸化炭素などのたばこの有害物質により心身に様々な影響（害）を与え，健康を損なう原因となることを理解する。
○教科書資料１から，気付いたことを話し合う。
○教科書資料２を基に，たばこの有害物質を調べる。
○教科書資料４，５を基に，喫煙の健康への影響を考え，整理する。
○喫煙開始年齢と健康への影響について考え，発表し合う。
○【活用する】の教科書資料６から，分かることをまとめ，説明する。
○学習したことを整理し，ノートなどにまとめる。単元名「　健康な生活と疾病の予防②　」　学習指導要領の内容[　保健分野（１）（ウ）（エ）　]　

	○
	
	
	②１人１台端末の学習支援ソフトからワークシートをダウンロードさせ，提出させる。

	5
	◎飲酒は，酒に含まれるエチルアルコールの作用により心身に様々な影響（害）を与え，健康を損なう原因となることを理解する。
○【見つける】から，なぜ飲酒運転で事故が起こってしまうのか話し合う。
○教科書資料２を基に，飲酒の急性的な影響について調べ，整理する。
○教科書資料３を基に，常習的な飲酒の影響を調べ，整理する。
○発育・発達期の飲酒の影響について調べ，整理する。
○【活用する】にあるＡさんとＢさんの発言に対する返答を考え，発表し合う。
○学習したことを整理し，ノートなどにまとめる。
	○
	
	
	②１人１台端末の学習支援ソフトからワークシートをダウンロードさせ，提出させる。
　自分の考えを伝えるときに，グループごと１人１台端末の付箋機能で話し合わせ，共有させる。
③自分の考えたことや整理したことについて，仲間に伝させる。

	6
	◎覚醒剤や大麻などの薬物乱用は，心身に様々な影響（害）を与え，健康を損なう原因となることを理解する。
○【見つける】覚醒剤の使用や所持が，年齢に関係なく法律で禁止されている理由について話し合う。
○教科書資料１を基に，乱用される薬物について調べる。
○薬物乱用について整理する。
○教科書資料３を基に，薬物乱用の脳への悪影響について調べ，健康への影響を整理する。
○教科書資料４を基に，薬物乱用の悪循環について調べ，説明する。
○学習したことを整理し，ノートなどにまとめる。
	○
	
	
	②１人１台端末の学習支援ソフトからワークシートをダウンロードさせ，提出させる。
　自分の考えを伝えるときに，グループごと１人１台端末の付箋機能で話し合わせ，共有させる。
③自分の考えたことや整理したことについて，仲間に伝させる。

	7
	◎覚醒剤や大麻などの薬物乱用は，精神に障害を起こすため，正常な社会生活を送ることが困難になったり，社会に深刻な影響を与えたりすることがあることを理解する。
○【見付ける】のＡさんの考え方について，正しいかどうか話し合う。
○教科書の資料などから，薬物乱用者が周りの人に与える影響について整理し，発表し合う。
○薬物乱用による犯罪や事故について調べ，発表し合う。
○【活用する】から，「薬物乱用は，人に迷惑をかけなければ個人の自由だ」という意見に対し，どのように説得するか考え，発表し合う。
○学習したことを整理し，ノートなどにまとめる。
	
	○
	○
	②１人１台端末の学習支援ソフトからワークシートをダウンロードさせ，提出させる。
　自分の考えを伝えるときに，グループごと１人１台端末の付箋機能で話し合わせ，共有させる。
③自分の考えたことや整理したことについて，仲間に伝させる。

	8
	◎喫煙，飲酒，薬物乱用などの行為には，個人の心理状態や人間関係，社会環境が影響することから，それぞれの要因に適切に対処する必要があることを理解する。
○【見付ける】の事例を読み，身近な生活での飲酒の機会や誘惑について話し合う。
○教科書資料１を基に，喫煙，飲酒，薬物乱用には害があると知りながら，それを始めてしまう理由について考え，整理する。
○教科書資料２を基に，分かることを考え，整理する。
○社会環境と喫煙，飲酒，薬物乱用について調べ，整理する。
○喫煙，飲酒，薬物乱用をしないための対処について調べ，整理する。
○【活用する】から，【見つける】の事例で，断れない背景や適切な対処について考え，発表し合う。
○学習したことを整理し，ノートなどにまとめる。
	
	○
	○
	②１人１台端末の学習支援ソフトからワークシートをダウンロードさせ，提出させる。
　自分の考えを伝えるときに，グループごと１人１台端末の付箋機能で話し合わせ，共有させる。
③自分の考えたことや整理したことについて，仲間に伝させる。


単元名「　健康な生活と疾病の予防②　」　学習指導要領の内容[　保健分野（１）（ウ）（エ）　]　

	単元の
目標
	・ソフトボールについて，勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，球技の特性や成り立ち，技術の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに，基本的な技能や仲間と連携した動きでゲームを展開することができる。単元名「　球技（ベースボール型・ソフトボール）　」　学習指導要領の内容[　Ｅ　ウ　]　

・攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができる。
・ソフトボールに積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとすること，作戦などについての話合いに参加しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとすること，仲間の学習を援助しようとすることなどや，健康・安全に気を配ることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	８時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動　

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	◎ソフトボールの投げ方やグラブの差し出し方を理解し，キャッチボールをする。
○ソフトボールの特性やベースボール型のルールを学ぶ。
○ボールの投げ方やグラブの差し出し方を確認しながら，ペアでキャッチボール（正面，ゴロボール，フライボール）を行う。
	○
	
	○
	




	2
	◎バットの握り方やバッティングの一連の動きを理解し，ティーバッティングを行う。単元名「　球技（ベースボール型・ソフトボール）　」　　学習指導要領の内容[　Ｅ　ウ　]　

○前時の復習として，ボールの投げ方やグラブの差し出し方を確認しながら，ペアでキャッチボール（正面，ゴロボール，フライボール）を行う。
○バットの握り方やバッティングの一連の動きを確認しながら，チームごとティーバッティングを行う。
	
	
	
	②自分のバッティングフォームを撮影させ，改善させる。（１人１台端末の活用）
③仲間の投げ方やグラブの差し出し方，バッティングフォームを見させながら，改善点を伝えさせる。

	3
	◎ベースボール型のルールを理解し，ティーボールでのゲームを行う。
○復習として，ボールの投げ方やグラブの差し出し方を確認しながら，ペアでキャッチボールを行う。
○ベースボール型のルールを確認しながら，ティーボールでの試しのゲームを行う。
　※打つことやアウトを取ることを理解するために，３アウトでの交代ではなく，攻撃側が全員打ち終わったら交代とする。
	○
	
	○
	③仲間の投げ方やグラブの差し出し方，バッティングフォームを見させながら，改善点を伝えさせる。

	4
	◎アウトをとるための方法をチームで考え，ティーボールでのゲームを行う。
○復習として，ボールの投げ方やグラブの差し出し方を確認しながら，ペアでキャッチボールを行う。
○アウトをとるための方法をチームで考え，確認しながらティーボールでのゲームを行う。
　※３アウトでの交代ではなく，攻撃側が全員打ち終わったら交代とする。
	
	○
	
	③チームでアウトの取り方を確認させ，伝えさせる。

	5
	◎投げたボールを打つタイミングを理解し，バッティングを行う。
○復習として，ボールの投げ方やグラブの差し出し方を確認しながら，ペアでキャッチボールを行う。
○投げたボールを打つタイミングを確認しながら，チームごとトスバッティングを行う。
○投げたボールを打つタイミングを確認しながら，チームごとスローボールを投げてもらい，バッティングを行う。
	○
	
	
	②自分のバッティングフォームを撮影させ，改善させる。（１人１台端末の活用）
③バッティングフォームや打つタイミングのとり方を見させながら，改善点を伝えさせる。

	6
	◎アウトをとるための方法をチームで考え，ゲームを行う。
○復習として，ボールの投げ方やグラブの差し出し方を確認しながら，ペアでキャッチボールを行う。
○アウトをとるための方法や作戦をチームで考え，確認しながら，でのゲームを行う。
※３アウトでの交代ではなく，攻撃側が全員打ち終わったら交代とする。ピッチャーはスローボールを投げる。
	
	○
	○
	②ゲームを撮影させ，作戦の変更や改善点を確認させる。（１人１台端末の活用）
③ゲーム内容から，チームや仲間の改善点を伝えさせる。

	7
・
8
	◎各チームで作戦を立て，ゲームを行う。
○復習として，ボールの投げ方やグラブの差し出し方を確認しながら，ペアでキャッチボールを行う。
○アウトをとるための方法や打順など作戦をチームで考え，ゲームを行う。
※正式なソフトボールのルールで行うが，ピッチャーはスローボールを投げる。
	○
	○
	○
	②ゲームを撮影させ，作戦の変更や改善点を確認させる。（１人１台端末の活用）
③ゲーム内容から，チームや仲間の改善点を伝えさせる。
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単元名「　球技（ベースボール型・ソフトボール）　」　学習指導要領の内容[　Ｅ　ウ　]　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	単元の
目標
	・柔道について，技ができる楽しさや喜びを味わい，柔道の特性や成り立ち，伝統的な考え方，技の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに，基本動作や基本となる技を用いて簡易な攻防を展開することができるようにする。単元名「　武道（柔道）　」　学習指導要領の内容[　Ｆ　ア　]　

・攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたことを他者に伝えることができるようにする。
・柔道に積極的に取り組むとともに，相手を尊重し，伝統的な行動の仕方を守ろうとすること，分担した役割を果たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとすることなどや，禁じ技を用いないなど健康･安全に気を配ることができるようにする。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	10時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動　

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	◎柔道の特性や成り立ち，伝統的な考え方，柔道着の着脱，礼法，柔道の基本動作につながる動きを行う。
○１年次に取り組んだ柔道の特性や成り立ち，伝統的な考え方，柔道を行う上での心構えを確認する。
○礼法（立礼，座礼，座り方・立ち方，姿勢）を確認し，取り組む。
○柔道着の着脱を確認し，取り組む。
○柔道の基本動作につながる動きを確認し，取り組む。
	
	
	○
	

	2
	◎相手の動きに応じた基本動作（受け身の行い方）を行う。単元名「　武道（柔道）　」　学習指導要領の内容[　Ｆ　ア　]　

○前時の復習として，礼法（立礼，座礼，座り方・立ち方，姿勢），柔道着の着脱，基本動作につながる動き（体さばきの足の動き，丸太転がり，脇締め，エビ，人間フォークリフト，頭タッチゲーム）を確認しながら取り組む。
○受け身の行い方（後ろ受け身，横受け身，前回り受け身）を確認しながら取り組む。
	○
	
	○
	③仲間の動きの改善点を伝えさせる。

	3
	◎押さえ込みの条件を理解し，固め技（けさ固め，横四方固め，上四方固め）を行う。
○復習として，脇締め，エビ，受け身の行い方を確認しながら取り組む。
○固め技（けさ固め，横四方固め，上四方固め）の動きと押さえ込みの条件，押さえ込まれた際の逃げ方を確認しながら取り組む。
	
	○
	
	③仲間の動きの改善点を伝えさせる。

	4
	◎固め技だけの試合を通して，身に付けた固め技を使う。
○復習として脇締め，エビ，受け身を行う。
○固め技の行い方を確認しながら取り組む。
○長座で背中合わせの状態から，固め技だけの試合を行う。
	
	○
	
	③仲間の動きの改善点を伝えさせる。

	5
	◎投げ技の基本動作を理解し，膝車を行う。
○復習として受け身を行う。
○膝車の動きを確認し，「取と受」を交互にかかり練習に取り組む。
	○
	
	
	②仲間の動きを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間の動きの改善点を伝えさせる。

	6
	◎投げ技の基本動作を理解し，支え釣り込み足を行う。単元名「　武道（柔道）　」　学習指導要領の内容[　Ｆ　ア　]　

○復習として受け身と膝車を行う。
○支え釣り込み足の動きを確認し，「取と受」を交互にかかり練習に取り組む。
	
	○
	
	②仲間の動きを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間の動きの改善点を伝えさせる。

	7
	◎投げ技の基本動作を理解し，体落としを行う。
○復習として受け身と膝車，支え釣り込み足を行う。
○体落としの動きを確認し，「取と受」を交互にかかり練習に取り組む。
	○
	
	
	②仲間の動きを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間の動きの改善点を伝えさせる。

	8
	◎投げ技の基本動作を理解し，大腰を行う。
○復習として受け身と膝車，支え釣り込み足，体落としを行う。
○大腰の動きを確認し，「取と受」を交互にかかり練習に取り組む。
	
	○
	
	②仲間の動きを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間の動きの改善点を伝えさせる。

	9
	◎投げ技の基本動作を理解し，大外刈りを行う。
○復習として受け身と膝車，支え釣り込み足，体落とし，大腰を行う。
○大外刈りの動きを確認し，「取と受」を交互にかかり練習に取り組む。
	○
	
	
	②仲間の動きを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間の動きの改善点を伝えさせる。

	10
	◎これまで学習した投げ技の行い方を理解し，「取と受」を行う。
○復習として受け身を行う。
○これまで学習した投げ技について確認しながら，「取と受」を交互にかかり練習に取り組む。
	○
	○
	○
	



保健体育科　２学年　2


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	単元の
目標
	(1)　剣道について，技ができる楽しさや喜びを味わい，剣道の特性や成り立ち，伝統的な考え方，技の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに，基本動作や基本となる技を用いて簡易な攻防を展開することができる。単元名「　武道（剣道）　」　学習指導要領の内容[　Ｆ　イ　]　

(2)　攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたことを他者に伝えることができる。
(3)　剣道に積極的に取り組むとともに，相手を尊重し，伝統的な行動の仕方を守ろうとすること，分担した役割を果たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとすることなどや，禁じ技を用いないなど健康･安全に気を配ることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	10時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動　

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	◎剣道の特性や成り立ち，伝統的な考え方を理解し，剣道具の付け方・しまい方，礼法を身に付ける。
○剣道の特性や成り立ち，伝統的な考え方，剣道を行う上での心構えを理解する。
○礼法（立礼，座礼，座り方・立ち方）を確認し，取り組む。
○剣道具の付け方・しまい方を確認し，取り組む。
	○
	
	○
	④地域の講師を招いて，指導を受けさせる。

	2
	◎剣道の基本動作を理解し，行う。単元名「　武道（剣道）　」　学習指導要領の内容[　Ｆ　イ　]　

○前時の復習として，礼法（立礼，座礼，座り方・立ち方），剣道具の付け方・しまい方を確認しながら取り組む。
○市内の握り方を理解し，素振りを行う。
○基本動作（構え，間合い，体さばき）を確認しながら取り組む。
	
	○
	
	③仲間の動きの改善点を伝えさせる。
④地域の講師を招いて，指導を受けさせる。

	3
	◎基本打突を理解し，基本的な打ち方を行う。
○復習として，基本動作（構え，間合い，体さばき）の行い方を確認しながら取り組む。
○基本打突（上下打ち，面打ち，小手打ち，胴打ち）の打ち方を確認し，素振りで取り組む。
	
	
	○
	③仲間の動きの改善点を伝えさせる。
④地域の講師を招いて，指導を受けさせる。

	4
	◎基本打突を理解し，基本的な打ち方と受け方を行う。
○復習として，基本動作（構え，間合い，体さばき）の行い方を確認しながら取り組む。
○基本打突（上下打ち，面打ち，小手打ち，胴打ち）の打ち方を確認し，素振りで取り組む。
○基本打突の受け方を確認し，約束稽古を行う。
	
	
	○
	②仲間の動きを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間の動きの改善点を伝えさせる。
④地域の講師を招いて，指導を受けさせる。

	5
・
6
	◎基本打突を理解し，基本的な打ち方と受け方を行う。
○復習として，基本動作（構え，間合い，体さばき）の行い方を確認しながら取り組む。
○基本打突（上下打ち，面打ち，小手打ち，胴打ち）の打ち方を確認し，素振りで取り組む。
○基本打突の受け方を確認し，約束稽古を行う。
○基本打突を用いた試合を行う。
	○
	
	
	②仲間の動きを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間の動きの改善点を伝えさせる。
④地域の講師を招いて，指導を受けさせる。

	7
	◎しかけ技を理解し，二段の技を行う。
○復習として，基本動作（構え，間合い，体さばき）と基本打突（上下打ち，面打ち，小手打ち，胴打ち）の行い方を確認しながら取り組む。
○二段の技（小手－面，面－胴）を確認し，約束稽古を行う。
	
	
	
	②仲間の動きを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間の動きの改善点を伝えさせる。
④地域の講師を招いて，指導を受けさせる。

	8
	◎しかけ技を理解し，引き技を行う。
○復習として，基本動作（構え，間合い，体さばき）と基本打突（上下打ち，面打ち，小手打ち，胴打ち），二段の技（小手－面，面－胴）の行い方を確認しながら取り組む。
○引き技（引き胴）を確認し，約束稽古を行う。
	
	
	
	②仲間の動きを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間の動きの改善点を伝えさせる。
④地域の講師を招いて，指導を受けさせる。

	9
	◎しかけ技を理解し，引き技を行う。
○復習として，基本動作（構え，間合い，体さばき）と基本打突（上下打ち，面打ち，小手打ち，胴打ち），二段の技（小手－面，面－胴），引き技（引き胴）の行い方を確認しながら取り組む。
○抜き技（面抜き胴）を確認し，約束稽古を行う。
	
	○
	○
	②仲間の動きを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間の動きの改善点を伝えさせる。
④地域の講師を招いて，指導を受けさせる。

	10
	◎これまで学習したことを理解し，基本打突を用いた試合を行う。
○復習として，基本動作（構え，間合い，体さばき）と基本打突（上下打ち，面打ち，小手打ち，胴打ち），二段の技（小手－面，面－胴），引き技（引き胴），抜き技（面抜き胴）の行い方を確認しながら取り組む。
○基本打突としかけ技を用いた試合を行う。
	○
	○
	○
	


単元名「　武道（剣道）　」　学習指導要領の内容[　Ｆ　イ　]　

保健体育科　２学年　2


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	単元の
目標
	・跳び箱運動について，技ができる楽しさや喜びを味わい，器械運動の特性や成り立ち，技の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに，基本的な動きや効率の良い動きを身に付けることができる。単元名「　器械運動（跳び箱運動）　」　学習指導要領の内容[　Ｂ　エ　]　

・技などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたことを他者に伝えることができる。
・跳び箱運動に積極的に取り組むとともに，よい演技を認めようとすること，仲間の学習を援助しようとすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとすることなどや，健康･安全に気を配ることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	10時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動　

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	◎開脚跳びの行い方を理解し，一連の動きを滑らかにして跳び越す。
○馬跳びや床で練習を行い，着手や支持，突き放しの動きを確認する。
○開脚跳びの一連の動きを確認しながら取り組む。
	○
	
	
	

	2
	◎跳び箱の高さや向きを変えるなど条件を変え，開脚跳びで滑らかに跳び越す。
○前時の復習として，開脚跳びの行い方を確認しながら取り組む。
○自分に適した高さなどの条件で開脚跳びに取り組む。
	
	
	○
	②グループ内でお互いにフォームを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間のフォームの改善点を伝えさせる。

	3
・
4
	◎かかえ込み跳びの行い方を理解し，一連の動きを滑らかにして跳び越す。
○前時の復習として，開脚跳びの行い方を確認しながら取り組む。
○かかえ込み跳びの一連の動きを確認しながら取り組む。
	
	
	○
	②グループ内でお互いにフォームを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間のフォームの改善点を伝えさせる。

	5
・
6
	◎台上前転の行い方を理解し，滑らかにして行う。
○前時の復習として，開脚跳び，かかえ込み跳びの行い方を確認しながら取り組む。
○台上前転の一連の動きを確認しながら取り組む。
	
	○
	
	②グループ内でお互いにフォームを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間のフォームの改善点を伝えさせる。

	7
～
9
	◎学習した基本的な技を発展させて，一連の動きで跳び越す。
○前時までの復習として，開脚跳び，かかえ込み跳び，台上前転の行い方を確認しながら取り組む。
○これまで学習した基本的な技を発展させ，開脚伸身跳び，屈伸跳び，伸膝台上前転，頭はね跳び，前方屈腕倒立回転跳びの行い方を確認し，取り組む。
	○
	○
	
	②グループ内でお互いにフォームを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間のフォームの改善点を伝えさせる。

	10
	◎前時までに取り組んだ技から，自分に適した技を選び，発表する。
○発表する技の行い方を確認しながら練習する。
○自分が選んだ技を発表する。
	○
	○
	○
	②グループ内でお互いにフォームを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間のフォームの改善点を伝えさせる。


保健体育科　２学年　2

単元名「　器械運動（跳び箱運動）　」　学習指導要領の内容[　Ｂ　エ　]　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





	単元の
目標
	・記録の向上や競技の楽しさや喜びを味わい，陸上競技の特性や成り立ち，技術の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに，基本的な動きや効率の良い動きを身に付けることができるようにする。単元名「　陸上競技（長距離走）　」　学習指導要領の内容[　Ｃ　ア　]　

・動きなどの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考えたことを他者に伝えることができるようにする。
・陸上競技に積極的に取り組むとともに，勝敗などを認め，ルールやマナーを守ろうとすること，分担した役割を果たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとすることなどや，健康･安全に気を配ることができるようにする。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	６時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	◎１年次で学んだ，長距離の走り方や呼吸の仕方を確認し，決められた距離を自分のペースで走る。
○腕に力を入れないで，リラックスして走るようにする。
○呼吸法は，「吸う・吸う・吐く・吐く」が一般的ではあるが，個人差があるため，リズムよく呼吸して，多量の酸素を取り入れることが大切であることを理解し，取り組む。
	○
	
	○
	

	

	2
	◎自己に合ったピッチとスライドを見付け，上下動の少ない動きで走る。
○上下運動を小さくし，リズミカルに腕と脚のタイミングを合わせて走るピッチ走法を体験し，自己に合っているか確認する。
○地面を後方まで押し，腰を前方に大きく移動するストライド走法を体験し，自己に合っているか確認する。
	
	
	
	

	3
・
4
	◎自己に合った走法で決められたペースで走る。
○ピッチ走法やストライド走法など自己に合った走法で特定の距離をイーブンペース走で走りきる。
	○
	○
	
	③仲間の走りを見させながら，どの走法が適しているか自分の考えを伝えさせる。

	5
・
6
	◎特定の長い距離を自分に適したペースで走り，タイムトライアルで記録の向上を図る。
○呼吸法や自己に適したペースや走法で，特定の長い距離を走り，タイムトライアルに挑戦する。
	○
	○
	○
	


保健体育科　２学年　2

単元名「　陸上競技（長距離走）　」　学習指導要領の内容[　Ｃ　ア　]　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









	単元の
目標
	・サッカーについて，勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，サッカーの特性や成り立ち，技術の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに，基本的な技能や仲間と連携した動きでゲームを展開することができる。単元名「　球技（ゴール型・サッカー）　」　学習指導要領の内容[　Ｅ　ア　]　

・攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができる。
・サッカーに積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとすること，作戦などについての話合いに参加しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとすること，仲間の学習を援助しようとすることなどや，健康・安全に気を配ることができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	12時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動　

◎はねらい　　　○は学習活動
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知技
	思判表
	態度
	

	1
	◎サッカーの特性やルールを理解できるよう，簡易ゲームを行う。
○生徒の実態に応じて，ルールやコートの広さを変えるなど，取り組みやすい形でのゲームを行う。
	
	
	○
	




	2
	◎ボールを操作やすい位置にコントロールする。単元名「　球技（ゴール型・サッカー）　」　学習指導要領の内容[　Ｅ　ア　]　

○ペアで向かい合い,仲間からくるボールを（足の裏や内側,外側を使って）蹴りやすい位置にコントロールし,相手に蹴り返す。
※はじめは,転がるボールを仲間に蹴る。
○グループで,仲間からくるボールを操作しやすい位置にコントロールし,ドリブルしてからシュートする。
○グループで,決められた時間でできるだけたくさんパスを回すゲームをする。
	○
	
	
	②グループ内でお互いにフォームを撮影させ，修正させる。（１人１台端末の活用）
③仲間のフォームの改善点を伝えさせる。

	3
・
4
	◎空いている空間を見付け，仲間からパスを受ける。
○ペアで向かい合い,仲間からくるボールを（足の裏や内側,外側を使って）蹴りやすい位置にコントロールし,相手に蹴り返す。
※はじめは,転がるボールを仲間に蹴る。
○グループで,仲間からくるボールを操作しやすい位置にコントロールし,ドリブルしてからシュートする。
○グループで,決められた時間でできるだけたくさんパスを回すゲームをする。
○グループで，決められた時間，エリア内で相手にボールを奪われないように，ボールを回す（３対１ボール回しゲーム）。
※空いている空間を見付け，仲間からパスを受ける。
	
	○
	
	②ゲームを撮影してもらい，空いている空間を見付けさせ，動いているか確認させる。（１人１台端末の活用）
③ゲームをさせながら，気付いたことを伝えさせる。




	5
・
6
	◎空いている空間を見付けて効果的に動く。
○ペアで向かい合い,仲間からくるボールを（足の裏や内側,外側を使って）蹴りやすい位置にコントロールし,相手に蹴り返す。
○グループで,決められた時間でできるだけたくさんパスを回すゲームをする。
○グループで，決められた時間，エリア内で相手にボールを奪われないように，ボールを回す（３対１ボール回しゲーム）。
○攻撃側３人で協力し，ラインゴールを越える。守備側は２人で協力し，攻撃側からボールを奪う。（３対２ラインゴールゲーム）
	○
	○
	
	②ゲームを撮影させ，空いている空間を見付けさせ，動いているか確認させる。（１人１台端末の活用）
③ゲームをさせしながら，気付いたことを伝えさせる。

	7
～
9
	◎空いている空間を効果的に使い，ゲームをする。
○ペアで向かい合い,仲間からくるボールを（足の裏や内側,外側を使って）蹴りやすい位置にコントロールし,相手に蹴り返す。
○グループで，決められた時間，エリア内で相手にボールを奪われないように，ボールを回す（３対１ボール回しゲーム）。
○攻撃側３人で協力し，ラインゴールを越える。守備側は２人で協力し，攻撃側からボールを奪う。（３対２ラインゴールゲーム）
○１チーム６～７名（キーパーなし）のゲームを行う。
	
	
	○
	②ゲームを撮影させ，空いている空間を見付けさせ，動いているか確認させる。（１人１台端末の活用）
③ゲームをさせしながら，気付いたことや改善点を伝えさせる。



単元名「　球技（ゴール型・サッカー）　」　学習指導要領の内容[　Ｅ　ア　]　

	10
～
12
	◎チームで作戦を立て，ゲームを行う。
○ペアで向かい合い,仲間からくるボールを（足の裏や内側,外側を使って）蹴りやすい位置にコントロールし,相手に蹴り返す。
○グループで，決められた時間，エリア内で相手にボールを奪われないように，ボールを回す（３対１ボール回しゲーム）。
○攻撃側３人で協力し，ラインゴールを越える。守備側は２人で協力し，攻撃側からボールを奪う。（３対２ラインゴールゲーム）
○チーム（１チーム８～９名程度）で作戦を立て，ゲームを行う。
	○
	○
	○
	②ゲームを撮影させ，作戦の変更や改善点を確認させる。（１人１台端末の活用）
[bookmark: _GoBack]③ゲーム内容から，チームや仲間の改善点を伝えさせる。
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